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馬
路
村
で
は
、
『
赤
ち
ゃ
ん
の
元
気
な
泣
き

声
が
響
き
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
遊
び
声
と

学
ぶ
姿
、
人
々
が
生
き
生
き
と
働
く
姿
、
そ
し

て
お
年
寄
り
の
笑
い
声
が
絶
え
な
い
自
立
し
た

幸
せ
な
村
づ
く
り
』
を
目
指
す
べ
き
村
の
姿
と

し
て
、
村
行
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的

な
施
策
と
し
て
、
①
産
業
の
掘
り
起
こ
し
と
振

興
②
住
民
の
安
全
・
健
康
・
福
祉
の
向
上
と
地

域
文
化
の
振
興
③
少
子
化
へ
の
対
応
④
若
者
の

定
住
と
交
流
人
口
の
拡
大
⑤
行
政
と
住
民
の
協

働
型
地
域
づ
く
り
の
五
項
目
に
つ
い
て
事
務
事

業
を
焦
点
化
し
、
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
取
り
組
み
と
事
業
概
要
》

 

総
　
務
　
課

　
住
み
や
す
い
村
を
目
指
し
て
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

蘆
機
構
と
事
務
分
掌
の
一
部
改
変

　
自
立
の
村
づ
く
り
を
宣
言
し
て

5
年
が
経
過
し
、
投
資
の
成
果
の

追
求
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
時

代
要
請
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政

自
ら
が
変
革
し
、
そ
れ
に
応
え
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
機
構
と

事
務
分
掌
の
一
部
改
変
を
行
い
、

総
務
課
内
に
特
定
の
行
政
目
標
を

推
進
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
を
置
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
所

管
す
る
事
務
は
①
行
政
品
質
の
向

上
に
関
す
る
事
項
②
重
点
施
策
五

項
目
の
推
進
と
調
整
に
関
す
る
事

項
と
し
て
い
ま
す
。

蘆
自
主
防
災
組
織
の
充
実

　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、

村
内
全
域
に
6
組
織
設
立
さ
れ
、

組
織
率
100
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

防
災
資
機
材
に
つ
い
て
も
各
地

区
の
防
災
倉
庫
に
整
備
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
地
震
を
想
定
し

た
防
災
資
機
材
を
活
用
す
る
訓

練
及
び
火
災
を
想
定
し
た
消
火

栓
の
放
水
訓
練
等
に
つ
い
て
防

災
関
係
機
関
と
連
携
し
て
行
い
、

ま
た
、
避
難
路
の
確
保
等
、
地

域
で
の
学
習
会
の
推
進
の
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

蘆
情
報
の
受
発
信
の
強
化

　
財
政
状
況
等
行
政
情
報
の
公

　平成20年度の当初予算は、一般会

計1,513 ,000千円、前年度当初比

0.46％（7,000千円）の減、特別会計は

本年度より、後期高齢者医療特別会

計が加わり、6会計の合計予算額は

404,300千円、前年度比27.2％（151,200

千円）の減となっています。

平成20年度 一般会計当初予算 15億1千3百万円

交付税の増額で基金の繰入減少
【歳　入】　地方交付税において、地方再生対策
費が盛り込まれ増額となる見込みを行い、また、
利子等も利率が上がってきたため、基金繰入金の
減少が図られる予算としています。
　依存財源1,011,475千円（66.8％）、自主財源
501,525千円（33.2％）となり、対前年度比で見ると、
自主財源が16,195千円（3.1％）の減となっています。

経常的経費は増額・投資的経費は減額
【歳　出】　性質別の状況でみると、経常的経費
は1,217,074千円で、前年度と比較すると19,881千
円（1.7％）の増となっています。投資的経費は
295,926千円で、対前年度26,881千円（8.3％）の減額
となっています。
　また、目的別状況では、主に総務費、衛生費、
商工費、土木費が増額となっていますが、民生費、
農林水産業費、消防費が減額となっています。
　増額の総務費は庁舎電算システム、衛生費は扶
助費の増額が主なものであり、減額の民生費にお
いては、新たに後期高齢者医療広域連合医療給付
費負担金が発生しましたが、国保会計、老健会計
及び介護会計への繰出金が減額となり減となって
います。農林水産業費は民有林林道事業の減額、
消防費は消防屯所建築事業の終了によるものです。

歳入

歳出

総　額
1,513,000千円

地方交付税
　　　700,000
　　　　（46.3％） 県支出金

　　ほか
94,780
（6.3％）

村債
101,300
（6.7％）

扶助費
32,857（2.2％）

公債費
295,500

（19.5％）

　　人件費
　310,438
（20.5％）

繰出金
68,800
（4.6％）

  物件費
 219,459
（14,5％）

その他
290,020
（19.1％） 災害復旧費

補助事業費

　126,557
　（8.4％）

村税村税
    150,016150,016
    （9.99.9％）％）

村税
  150,016
  （9.9％）

諸収入・
その他

115,395115,395
（7.67.6％）％）
115,395
（7.6％）

依存財源
 1,011,475
     （66.8％）   自主財源

   501,525
（33.2％）

投資的経費 
295,926 
（19.6％）

経常的経費
1,217,074
（80.4％）

169,369
（11.2％）

国庫支出金

 351,509
（23.2％）

単独事業費

前
年
当
初
比
0
・
4
6
％
の
減

重
点
施
策
五
項
目
の
推
進
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開
が
強
く
求
め
ら
れ
て
る
時
代
に

お
い
て
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
役
場
の
情
報
発
信
の
受
発
信
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

 

健
康
福
祉
課

　
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
泣
き
声
、
遊
び
声
が
響
き
、

人
々
が
生
き
生
き
と
働
く
姿
が
あ

り
、
お
年
寄
り
の
笑
い
声
が
絶
え

る
こ
と
の
な
い
村
づ
く
り
を
目
指

し
、
福
祉
施
策
の
拡
充
を
行
い
ま

す
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、
福
祉
医
療

助
成
、
妊
婦
健
診
の
拡
大
を
行
う

と
と
も
に
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い

る
乳
幼
児
健
診
、
子
育
て
支
援
教

室
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
介
護
予
防
で
は
、
馬
路
村
社
会

福
祉
協
議
会
等
と
共
同
で
予
防
施

策
の
構
築
・
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
は
新
た
に
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
老
人
医
療
、

国
民
健
康
保
険
、
退
職
者
医
療
制

度
の
大
幅
な
見
直
し
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
ま

し
た
健
康
診
査
に
加
え
、
よ
り
充

実
を
図
る
た
め
、
「
特
定
健
康
診

査
」
と
そ
れ
に
伴
う
「
特
定
保
健

指
導
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

 

産
業
建
設
課

　
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
掘
り

起
こ
し
と
振
興
、
生
活
基
盤
の
整

備
に
取
り
組
み
、
魅
力
と
活
力
の

あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

蘆
国
土
調
査

　
土
地
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す

る
た
め
に
、
引
き
続
き
地
籍
調
査

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
滝
野
・
粟

ガ
ラ
・
星
越
・
薄
ス
キ
が
本
年
度

の
調
査
区
域
で
す
。

蘆
農
業
の
振
興

　
農
協
が
取
り
組
む
ユ
ズ
栽
培
農

地
造
成
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

栽
培
農
家
の
実
態
を
把
握
、
農
地

の
有
効
活
用
の
た
め
、
農
協
と
連

携
し
、
意
欲
の
あ
る
農
業
の
担
い

手
等
後
継
者
対
策
も
進
め
ま
す
。

蘆
林
業
振
興

　
林
道
開
設
や
高
性
能
林
業
機
械

の
導
入
に
よ
り
森
林
施
業
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
加
工
分
野
で
は
、
販
売

対
策
を
重
点
に
事
業
体
の
経
営
改

善
・
体
質
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

蘆
観
光
振
興

　
観
光
施
設
の
充
実
に
努
め
、
山
・

川
・
人
等
地
域
資
源
を
生
か
し
た

地
域
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
、
来
村

客
を
確
実
に
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て

確
保
で
き
る
よ
う
な
施
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

 

教
育
委
員
会

　
教
育
行
政
で
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
る
教
育
的
風
土

づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
ず
、
大
き
な
取
り
組
み
と
し

て
、
本
年
度
か
ら
魚
梁
瀬
小
・
中

学
校
に
お
い
て
、
減
少
し
た
児
童
・

生
徒
に
対
応
し
つ
つ
、
よ
り
よ
い

教
育
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
九

年
間
を
通
し
た
小
・
中
一
貫
教
育

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
先
の
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
の
結
果
か
ら
高
知
県
の
学

力
低
下
が
叫
ば
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
と
と
も
に
、

家
庭
に
お
け
る
学
習
を
推
進
し
て

基
礎
学
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
将
来
に
選

択
の
幅
が
広
が
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
安
心
し
て
働
く
こ
と
の

で
き
る
家
庭
環
境
を
支
援
し
、
全

児
童
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
た
ち

の
安
心
で
安
全
な
居
場
所
づ
く
り

を
す
る
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

開
催
を
馬
路
地
区
で
取
り
組
み
ま

す
。

　
施
設
面
で
は
、
老
朽
化
し
た
公

民
館
施
設
を
解
体
し
、
そ
の
機
能

を
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
移

行
す
る
ほ
か
、
利
用
料
金
等
の
見

直
し
と
改
定
を
併
せ
て
実
施
す
る

と
と
も
に
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

機
能
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

村税
  150,016
  （9.9％）

115,395
（7.6％）

平成２０年度村民一人当たりの一般会計予算額

１,２９３,１６２円／人…（１５億１千３百万円／17年国勢調査人口１,１７０人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
費

土
木
費

総
務
費

健
康
福
祉
費

そ
の
他
の
経
費

平成 20 年度末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）
魚梁瀬消防屯所建設など

小中学校、教育委員会
フルマラソン大会など

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、年金、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

13億7千万円

1,170,940円

平成 20 年度末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

20億6千万円

1,760,683円

41,270円

109,013円

3,820円

236,176円

43,814円

34,622円

230,000円

299,893円

294,554円



キャリア教育をすすめるキャリア教育をすすめるキャリア教育をすすめるキャリア教育をすすめるキャリア教育をすすめる
～生きぬく力を育てる～

　馬路村の教育の中核として位置づけられたキャリア教育。この教育は子どもたちが「生きる力」を身に付け、社会の
激しい変化に流されることなく、それぞれが直面するであろうさまざまな課題に柔軟にかつたくましく対応し、社会人・職
業人として自立していくことができるようにするためのものです。

家
庭
学
習
の
習
慣
を

家
庭
学
習
の
習
慣
を

　
　
　
つ
け
る
た
め
に

　
　
　
つ
け
る
た
め
に

家
庭
学
習
の
習
慣
を

家
庭
学
習
の
習
慣
を

　
　
　
つ
け
る
た
め
に

　
　
　
つ
け
る
た
め
に

家
庭
学
習
の
習
慣
を

　
　
　
つ
け
る
た
め
に

これは授業ではありません。

1年生が、放課後野球の練習までに宿題の一部をしているの

です。家庭ではお家の方の協力が必要な本読みや日記の宿

題をしているそうです。このことがみんなに広まり、時間の使

い方を工夫している様子です。

う
ま
じ
っ
子

学
習
の
み
ち
し
る
べ

う
ま
じ
っ
子

学
習
の
み
ち
し
る
べ

　
昨
年
四
月
に
全
国
一
斉
で
行
わ
れ
た
文
部
科
学
省
の
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
の
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、児
童

生
徒
の
学
習
意
欲
や
学
習
方
法
、学
習
環
境
や
生
活
の
実
態
な
ど
を
問
う
「
質
問

紙
調
査
票
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
百
問
に
も
わ
た
る
調
査
項
目
の
中
で
、馬
路
村
で
は
、「
自
然
や
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
ん
で
い
る
」「
住
ん
で
い
る
地
域
に
関
心
が
あ
り
、地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い

る
」
な
ど
の
問
い
に
は
、全
国
や
県
平
均
以
上
の
結
果
で
し
た
が
、逆
に
、「
身
の
回
り

の
こ
と
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
す
る
」
や
「
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
の
時
間
な
ど
の
ル
ー
ル
を

決
め
て
い
る
」「
予
習
・
復
習
を
し
て
い
る
」
な
ど
の
項
目
は
、平
均
以
下
で
、馬
路
村

の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
今
取
り
組
ん
で
い
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、と
て
も
重
要
な
内
容
で
す
。

　
エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
と
い
う
人
の
研
究
に
よ
る
と
人
間
の
記
憶
力

は
、
二
日
間
で
記
憶
し
た
こ
と
の
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
忘
れ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
「
反
復

学
習
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
前
述
の
よ
う
に
復
習
も
予
習
も
し
な

け
れ
ば
、
学
力
と
し
て
定
着
す
る
で
し
ょ
う
か
。

　
従
っ
て
家
庭
で
一
定
の
決
ま
っ
た
時
間
、
学
習
す
る
習
慣
が
大

事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

   

低
学
年
で
は
机
に
向
か
う
習
慣
を

　
学
校
で
与
え
ら
れ
た
宿
題
が
自
分
の
力
で
、
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
習
い
ご
と
や
少
年
野
球
な
ど
で
学
習
す
る
時
間
は

一
人
一
人
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
時
間
を
決
め
て
机
に
向
か
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
に
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。

    

中
学
年
で
は
反
復
復
習
を

　
抽
象
的
な
勉
強
が
多
く
な
り
（
算
数
を
例
に
と
っ
て
も
億
や
兆

の
単
位
の
数
、
少
数
・
分
数
な
ど
、
経
験
や
体
感
し
に
く
い
内
容
）、

本
当
の
意
味
で
の
理
解
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
自
分
で
わ
か
っ
て

い
な
い
部
分
が
あ
る
と
こ
ろ
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
わ
か
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
が
学
力
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
素
直
に
言
え
る
学
級
の
雰
囲

気
も
大
事
に
な
り
ま
す
。

   

高
学
年
以
降
で
は
反
復
学
習
＋
予
習
学
習

　
学
習
内
容
が
急
激
に
難
し
く
な
り
ま
す
。
復
習
だ
け
で
は
、
な

か
な
か
実
力
が
身
に
付
き
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
か
ら
「
予
習
す
る
」

こ
と
で
、
そ
の
日
に
習
う
学
習
に
興
味
を
持
っ
て
参
加
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
発
達
段
階
に
沿
っ
て
、
読
書

を
含
め
た
学
習
週
間
を
早
い
時
期
か
ら
身
に

付
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
家
庭
に
お
い
て
も
子
ど
も
が
、
集
中

し
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
の
つ
け

っ
ぱ
な
し
は
や
め
る
な
ど
協
力
し
ま
し
ょ
う
。
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キャリア教育をすすめるキャリア教育をすすめる

家
庭
学
習
の
習
慣
を

　
　
　
つ
け
る
た
め
に

家
庭
学
習
の
習
慣
を

　
　
　
つ
け
る
た
め
に

１　基本的な生活習慣が大切です
　（特に休日は生活習慣が乱れないように

しましょう。）

●朝食をしっかり食べましょう。

　朝食をしっかりとることで、脳や体が活発

に働くことができます。エネルギーが補給

されなければ、脳も体も活動できません。

●毎朝、排便の習慣をつけましょう。

　毎朝きちんと排便して、すっきりした気持

ちで一日をはじめましょう。

●早寝・早起きの習慣をつけましょう。

　起き抜けでは朝食もしっかり食べられませ

ん。

　早寝の習慣がないと、早起きができません。

　（十分な睡眠時間が、成長を促すことが

科学的にも確かめられています。）

●自分の身の回りのことを責任を持って自

分でできるようにしましょう。

　大人の過度な援助は、他人への依存心

につながり、自立の妨げにつながることも

あります。

３　学習のできる環境を整えましょう
　（子どもたちが、自然に学習に向かえるよう

な雰囲気をつくりましょう。）

●子どもにだけ学習を促すのではなく、大人

も読書などに親しみましょう。

　子どもは大人の姿もしっかり見ています。

●テレビの時間を制限し、ノーテレビデーを

設けるようにしましょう。

（ご家庭の皆さんに協力をお願いします）

う
ま
じ
っ
子

う
ま
じ
っ
子

学
習
の
み
ち
し
る
べ

学
習
の
み
ち
し
る
べ

う
ま
じ
っ
子

う
ま
じ
っ
子

学
習
の
み
ち
し
る
べ

学
習
の
み
ち
し
る
べ

う
ま
じ
っ
子

学
習
の
み
ち
し
る
べ

　
村
で
は
、子
ど
も
た
ち
に
家
庭
学
習
の
大
切
さ
や
各
教
科
の
学
び

方
に
つ
い
て
の
手
引
き
書
「
う
ま
じ
っ
子
、学
習
の
み
ち
し
る
べ
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
を
四
月
に
各
家
庭
に
配
布
す
る
予
定
で

す
。こ
れ
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、学
校
と
家
庭
が
お
互
い
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
、自
立
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

４　温かい人間関係を築き、子どもの
やる気を高めましょう

●子どもの努力をしっかり見て、頑張りをほ

めたり、認めてあげたりしましょう。

　周りにいる大人が、自分をしっかり見てく

れているという意識は安心感や自尊感情

にもつながります。

●家庭で、子どもと会話のできる環境をつく

りましょう。

２　お手伝いを進んでしましょう

　家庭では、子どもたちに仕事を任せてみま

しょう。

　（子どもたちに家庭の一員としての存在

感を持たせましょう。）

――――〈広報うまじ240号〉―――――――　 ）5



「地域で支えあう仕組みづくり」

　馬路村社会福祉協議会では、いつまでも安心して住み慣れたこの村で暮らしていくことを目標に「地域

で支えあう仕組みづくり」として、介護予防と災害時要援護者支援に取り組みます。

　上記二つの取り組みをするにあたり社会福祉協議会では、役場健康福祉課、民生児童委員協議会と共同

で高齢者（65歳以上）の方を対象として現在の状況把握のための基礎調査を行います。近日中に調査員が

ご自宅に伺いますのでご協力お願いします。

介護予防の取り組みとは
　少子高齢化、過疎化が進む山間地域

ではひとり暮らしの高齢者や高齢者世

帯が急増しており、馬路村においても

高齢化率は35％を超え、3人に1人は高

齢者となっています。このことから要

介護状態にならないよう介護予防（い

きいき百歳体操など）に取り組んでい

くことです。

災害時要援護者支援とは
　要援護者とは、地震や水害などの災

害が発生したとき、もっとも被害を受

けることが予想される人（要介護認定

者や障害者）を指します。この要援護

者に対する支援が、適切に行われるよ

うに体制を確立することをいい、同時

に地域住民同士による支援体制づくり

を目的としています。

総人口

65歳以上人口

70歳以上人口

独居世帯（65歳以上）

高齢世帯（65歳以上）

110

38

30

11

8

20

10

6

1

5

229

85

68

11

38

273

111

77

21

45

178

61

51

12

26

51

12

9

1

6

252

83

65

25

39

1,113

400

306

82

167

東川 中の川相名影日浦朝日出魚梁瀬合計

村の人口と世帯状況
平成20年1月1日現在高齢化率35.9％

馬馬路村社会福祉協議会から馬路村社会福祉協議会から馬路村社会福祉協議会から

10年後
元気かな

（　―――――――〈広報うまじ240号〉６――――



～Dr.内田のひとりごと～～～～～～～Dr.Dr.Dr.Dr.Dr.DDDDr.Dr.Dr.Dr.内田のひとりごと～内田のひとりごと～と～と～と～とりごととりごととりごと内田のひと内田のひと内田のひと内田のひとりごと～内田のひとりごと～内田のひとりごと～ひとりごと内田のひとりごと～
「水虫について」

注意点

水
虫

水虫の
治　療

部位と
呼び方

水虫の
伝　染

とは は

は

いつもの
ぼ や き …

は

は

　新しい年度が始まりま

した。4月の新鮮さはい

いですね。職場や学校な

ど、あちらこちらで新し

い雰囲気となったことで

しょう。さて今回は「水虫」について書いてみ

たいと思います。

　水虫とは、足の皮膚などに「白

癬（はくせん）菌」といわれるカビが

寄生して発症する病気のことです。

　日本人の5人に1人は水虫と

も言われています。年をとる

ほど皮膚が硬く厚くなるので

水虫の患者は増えますが、1日

中靴を履いている働き盛りの

方や、ハイヒール・ストッキ

ングをはいている若い女性な

ども水虫になる方が増えてい

ます。

　水虫は病気の起こる部位によっ

て呼び方が変わります。手足の水

虫は「手

白癬」「足白癬」、爪

にできれば「爪白癬」

といいますが、「しら

くも」といわれるもの

は頭にできる頭部白

癬、「タムシ」は体に

できる体部白癬、「イ

ンキンタムシ」は陰部

の白癬のことです。

　水虫は他者にうつる可能性があ

ります。水虫の人の足から落ちた

白癬菌は、そのまま生き続けてい

ることがあるので、家族内で共有するスリッパ

やバスマット、じゅうたんなどが感染経路とな

ります。

・ 毎日足を洗い、患部は清潔に

・ 手足を洗った後はしっかり乾か

す

・ 同じ靴を続けて履かない

・ 床掃除はこまめに

・ スリッパは共用しない

・ 足ふきマットはこまめに洗濯を

　手足の水虫には塗り薬がよく使

われます。しかし、一見よくなっ

たと思って治療を中止するとぶり

返すことがあります。「治った」と思っても最低

1カ月程度は薬を続けましょう。お風呂上がりに

塗るのが効果的とも言われています。

　爪白癬の場合、爪の外側から塗り薬を塗って

も治りません。この場合は飲み薬になります。

詳しくは医師にご相談ください。

　水虫と思っている人の1/3が、実

は水虫ではなかったという報告が

あります。湿疹や皮膚炎、その他

水虫に似た皮膚病は多くあります。水虫でない

のに水虫の薬を使うとかえって悪化させること

があるので気になる方は、医療機関を受診しま

しょう。

　ある病院に勤務していたときの

こと。偶然でしょうが、なぜか私

が当直の日の朝早くお腹が痛い、

と来院する初老の男性。たいてい診断は腸閉塞

である。その日も早朝に呼ばれた。診察室に入

るなり、その方に「先生はいつも朝早いですなー」

と言われた。（あなたに呼ばれたんです…。）

水虫の
予　防 は

馬路村社会福祉協議会から馬路村社会福祉協議会から
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2
0

0
8.4

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

（
元
国
際
交
流
員
）

フ
ィ
ン
ク
ル
・ニコ
ラ
さ
ん

　先日、遠くニュージーランドから、うれしいメールが届きました。平成10年7月から13年7月まで、国際

交流員として勤務してくれていたニコラさんからです。日本を離れ、3年以上たった彼女からの文章をその

まま掲載させていただきました。

国
際
的
に

　
有
名
に
な
っ
て
！

（　―――――――〈広報うまじ240号〉８――――

▲私の抱いているのがソフィー、アンガスがホリーです

　馬路村のともだち、お元気ですか。平成10年８月から３年間国際交流員とし

て馬路村教育委員会に勤めさせていただいたフィンクル・ニコラ「にこにこニ

コラ」です。

　平成13年８月にジェット・プログラムのルールに従って、馬路村から離れな

ければならないことになりました。今でも思い出すととても悲しかった時期で

した。馬路村にMAGIC（マジック）があるだと思います。馬路村を離れて東京

でジェット・プログラムの業務・管理する（財）自治体国際化協会で２年間仕事

しました。その２年間、馬路村で住めたことに対してもっともっと感謝を実感

しました。

　ジェット・プログラムに参加できることはとてもラッキーだと思うより、馬

路村でジェット・プログラムに参加できたことは本当にラッキーです。東京で

の生活は楽しくないということではないですが、毎日が忙しくて、近所の方々

の名前も知りません。挨拶もしないです。しかし、東京で見事な建物を見物でき、

有名な美術家の作品が見え、シアターやショーも見えるので、寂しくならなか

ったです。

　平成15年にニュージーランドに帰国したいと思いはじめと同時に オーストラ

リア・ニュージーランドの例年BBQ（バーベキューパーティー）に同じウエリ

ントン出身の優しい男性（アンガス）と偶然にあい、デートを始めました。次

の年、同時に帰国しました。かれも日本大好きで、よく二人で日本生活の思い

出話することが楽しめます。そしてゆずのエッセンシャルオイルをお風呂によ

く入れ、馬路ゆずの香りがうちに広めます。

　去年12月11日に、私たちは母と父になりました。女子双子のSophie（ソフィー）

とHolly（ホリー）が生まれました。予定日は２月24日でしたので、まだとても

ちびたちですが、声がだんだんと大きくなっています！こどもがもっと大きく

なったら、家族で馬路村に遊びに連れさせたいです。世界中に馬路みたいな村

は一つだけです。日本で有名ですが、国際的に有名になったらいいと思います。

雁巻山の宿杉
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頂
上
か
ら
西
方
を
望
む
。
上
部
の

点
線
円
内
が
事
故
で
の
類
焼
跡
地

　
側
面
か
ら
見
れ
ば
人

が
立
っ
た
ま
ま
数
人
並
ん

で
通
り
抜
け
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
ど
の
空
洞
が

あ
る
。
こ
こ
で
は
宿
杉（
や

ど
す
ぎ
）
と
呼
ぶ
こ
と
に

し
た
。

　
馬
路
村
教
育
委
員
会
で
は
平
成
18
年
3
月
に
、
魚
梁
瀬
千
本
山
の
ス
ギ

な
ど
、
村
内
に
生
育
す
る
42
件
の
巨
樹
や
名
木
を
収
め
た
冊
子
『
馬
路
村

の
巨
樹
名
木
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
ど
こ
そ

こ
に
こ
の
よ
う
な
木
が
あ
る
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
現
地
で
の
確
認
を

す
す
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
不
定
期
に
は
な
り
ま
す
が
、
冊
子
を
補
足

し
て
続
編
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
魚
梁
瀬
丸
山
台
地
か
ら
約
13
km

（
45
分
間
）、
東
川
林
道
2
0
3
8

／
2
0
3
9
林
班
界
標
札
を
100
m

ほ
ど
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
車
を
置
く
。

近
く
に
踏
み
道
を
探
し
、
搬
出
間

伐
を
行
っ
た
緩
や
か
な
傾
斜
地
を

経
て
林
班
界
で
あ
る
尾
根
筋
に
移

り
、
頂
上
に
向
か
う
。
1
時
間
30

分
ほ
ど
の
登
り
で
、
雁
巻
山
頂
上

近
く
で
や
や
東
寄
り
に
下
が
っ
た

人
工
林
地
内
に
め
ざ
す
ス
ギ
を
見

つ
け
た
。
野
根
山
街
道
に
あ
る
宿

屋
ス
ギ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
根
上

が
り
状
の
姿
で
あ
る
。

　
昆
虫
好
き
の
子
ど
も
で
あ
れ
ば
、

大
型
の
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
が
足
を
踏

ん
張
っ
て
直
立
し
他
を
威
嚇
し
て

い
る
か
の
よ
う
だ
、
と
そ
の
姿
を

た
と
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
幹
が
数
本
に
分
か
れ
た
基
部
に

は
広
葉
樹
が
着
生
し
、
樹
皮
が
は

が
れ
た
り
緑
色
の
コ
ケ
が
覆
っ
て

い
た
り
す
る
部
分
も
あ
っ
て
、
全

体
に
樹
勢
の
衰
え
が
目
立
つ
。
一

部
は
枯
死
し
て
い
る
。
根
元
部
に

は
、
少
々
の
雨
で
あ
れ
ば
立
っ
た

ま
ま
で
も
四
・
五
人
程
度
は
十
分

に
し
の
げ
る
空
間
を
抱
い
て
い
る
。

現
に
、
な
に
か
の
大
型
動
物
が
落

ち
葉
を
圧
し
自
ら
の
権
利
を
主
張

し
て
い
る
こ
ん
跡
も
認
め
ら
れ
た
。

　
頂
上
か
ら
西
側
の
斜
面
で
は
ア

セ
ビ
の
群
落
地
に
天
然
木
の
切
り

株
を
点
々
と
残
す
の
み
で
、
さ
え

ぎ
る
も
の
は
な
に
も
な
い
。
株
の

一
つ
に
立
つ
と
、
2
0
3
0
林
班

か
ら
2
0
3
3
林
班
へ
続
く
雁
巻

谷
川
右
岸
側
が
目
の
前
で
パ
ノ
ラ

マ
状
に
展
開
し
て
お
り
、
眺
望
は

す
ば
ら
し
い
。
数
年
前
に
小
型
機

が
墜
落
し
た
事
故
の
影
響
を
受
け

て
、
2
0
3
1
林
班
と
小
班
の
一

部
分
は
林
木
遺
伝
資
源
保
存
林
に

も
か
か
わ
ら
ず
類
焼
の
た
め
、
や

む
な
く
伐
採
さ
れ
て
い
る
。
後
に

植
栽
さ
れ
た
幼
木
に
は
獣
害
保
護

の
た
め
に
白
い
チ
ュ
ー
ブ
が
巻
か

れ
、
遠
く
か
ら
も
痛
々
し
い
。
そ

の
は
る
か
向
こ
う
に
は
北
か
ら
南

へ
西
又
山
、
宝
蔵
山
、
稗
己
屋
山
、

天
狗
森
方
面
に
伸
び
る
雄
大
な
稜

線
が
続
い
て
い
る
。
稜
線
を
借
景

と
し
て
手
前
に
は
、
汗
谷
山
や
千

本
山
系
統
の
山
々
が
頭
を
の
ぞ
か

せ
て
い
る
。

続『
馬
路
村
の
巨
樹
名
木
』①

雁巻山の宿杉
がん  まき

※
林
班
と
は
、
天
然
の
地
形
な
ど

に
よ
っ
て
区
画
し
た
森
林
管
理
の

基
本
単
位
で
す

雁巻山の宿杉雁巻山の宿杉雁巻山の宿杉
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⑯

環
境
に
い
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
？

「グッバイ、ガソリン」「グッバイ、ガソリン」「グッバイ、ガソリン」「グッバイ、ガソリン」

外国語指導助手   カール・レイフ・エリクソン
　　　（アメリカ合衆国ミネソタ州サークルパインズ 出身）

微生物を発見した科学者E85を売っている
ガソリンスタンド（アメリカ）

エ セ
イ
ッ
フ トォの

カ
の

ール

　アメリカは、一日に20,687,000バレルの石油
を使用しており、世界で最も石油消費量が高い
国である。しかし、日本も似たようなもので、世
界第3位にランクされており、一日あたり
5,159,000バレルの石油を消費している（ちな
みに2位は中国）。この順位は石油が主なエネ
ルギー源であることを示しているが、残念なこと
に石油はクリーンなエネルギー源ではない。石
油を使用すると、二酸化炭素（CO2）が発生し、
地球の環境に被害を及ぼす。CO2はよくない、
だから石油は悪い？それじゃあ、どうなる？エネ
ルギーの需要は増え、石油の値段は高騰し続け
る。環境に悪いエネルギー源を使用するとます
ます汚染が増加し、地球はどんどん暖かくなる
だろう。その後何が起こる？うーん、実際のとこ

ろはよくわから
ないが、僕が考え
ていることを話
そうと思う。
　10年後に、レ
ギュラーガソリン
を使用する新車
は作られないだ
ろう。その代わり
にすべての車は
エタノールを使
うだろう。エタ
ノールはビール
やワインのよう
なアルコールの

一種である。燃料源としてのエタノールを作る
のはビールを作るのと似かよっている。今日、エ
タノールはとうもろこしや大豆から採れるでん
ぷんや砂糖から簡単に作られる。ヨーロッパや
アメリカの多くのガソリンスタンドでは、ガソリン
と混ぜたエタノール（E85）を買うことができる。
E85は人間の食べ物であるとうもろこしや大豆
からできており、ガソリンを使用しないのでCO2

は削減されるが、とうもろこしや大豆からエタノー
ルを製造する過程でより多くのCO2を排出する
ことになる。
　しかし、エタノールはセルロース（植物の繊維
質の主成分）からも作ることができ、無限の可能
性のあるエネルギー源である。それに、食用に
供さない成長の早い食物のセルロースからの
製造が可能である。セルロースからエタノール
を作るというのは、新しい考えではなくて、今ま
では効率のいい製造の仕方を誰も知らなかった
だけである。最新の技術では微生物を利用して
セルロースエタノールを製造することができる。
これを行っているのは、デンマークのノボザイム
ス社とアメリカのソーラザイム社である。これら
の企業は近いうちに環境に優しいエネルギー
源を製造できると断言している！
　だけど、僕はセルロースエタノール以外にももっ
と環境にいいエネルギー源があるのではないか
と思っている。それは、“エコエネルギー”であり、
今、最も興味深いものである。現在、エネルギー
源はとても重要であり、将来においてはさらに
重要なものに
なるだろう。
それで、僕は
ガソリンにお
別れして、環
境にいいエネ
ルギーを歓迎
したい。手遅
れにならない
ことを願って。
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「グッバイ、ガソリン」「グッバイ、ガソリン」

完成したツリーハウス

夏のキャンプ　いかだで島へ

の
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平成19年
5月7・9日
6月4日
7月1日～
8月4・5日
9月9日
10月14日
10月30日

12月3日

平成20年2月
16・17日
3月2日～4日

年間の活動を決める

ツリーハウスの作り方の勉強

いかだ作りと魚梁瀬の昔体験
ウオークラリーと流しソーメン
ピザ焼き体験
魚梁瀬地区を「お菓子をくれないと
いたずらするぞ」と回る
ネイチャーゲームと焼き芋
ピザ焼き体験
アウトドアクッキングと馬路～
魚梁瀬間のウオーキング
小学生がログハウスから
学校に通学する（自炊生活）

育成会スタッフスキルアップ研修と
企画会議
ツリーハウス作り研修会参加
ツリーハウスと高床式住居作り
夏のキャンプ
宝探しゲーム
アウトドアクッキング研修
ハロウィン

焼いもパーティー

冬のキャンプ

通学合宿

日　　付 活　　　　　動 内　　　　　容

　
現
在
の
子
ど
も
た
ち
は
、
情
報

の
発
達
で
家
に
い
な
が
ら
何
で
も

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
知
識
は
も
の
す
ご

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
知
識
を
実
際
に
生
か
そ
う
と

し
て
も
経
験
が
な
い
た
め
使
え
な

い
の
が
現
実
で
す
。

　
包
丁
で
料
理
を
す
る
こ
と
は
知

っ
て
い
て
も
、
実
際
に
使
っ
た
こ

と
が
な
い
の
で
使
え
な
い
。
ま
た
、

ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
で
火
を
つ
け

る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
実
際

に
つ
け
た
こ
と
が
な
い
の
で
火
を

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
ま

り
に
便
利
に
な
り
す
ぎ
た
弊
害
か

ら
か
工
夫
が
で
き
な
い
。
体
験
し

よ
う
と
し
て
も
「
危
険
」
だ
か
ら

と
言
っ
て
包
丁
や
ラ
イ
タ
ー
は
持

た
せ
て
も
ら
え
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
「
好
奇

心
い
っ
ぱ
い
」
の
子
ど
も
た
ち
が

失
敗
を
し
な
い
よ
う
に
大
人
が
先

に
行
動
す
る
か
ら
で
す
。

　
確
か
に
け
が
を
す
る
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
決
し
て
良

い
こ
と
で
な
い
こ
と
は
、
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

も
度
を
過
ぎ
る
と
「
何
も
で
き
な

い
大
人
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
失
敗
を
恐
れ
て
、

行
動
で
き
な
い
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
「
失
敗
を
す
る
」
こ
と

が
実
は
大
変
大
切
な
の
で
す
。
失

敗
し
た
ら
「
な
ぜ
失
敗
し
た
の
か
」

と
考
え
る
。
子
ど
も
同
士
で
話
し

合
う
。
協
力
す
る
。
そ

し
て
工
夫
す
る
。
考
え

た
こ
と
を
実
行
し
て
「
成

功
」
し
た
と
き
初
め
て

使
え
る
知
識
に
な
り
、

ま
た
協
力
し
合
う
こ
と

で
連
帯
感
も
生
ま
れ
て

く
る
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
そ
ん

な
体
験
で
き
る
「
場
」

を
作
ろ
う
と
魚
梁
瀬
青

少
年
育
成
実
行
委
員
会

（
以
後
育
成
会
）
で
は
、

19
年
度
「
子
ど
も
ゆ
め

基
金
」
の
補
助
を
い
た

だ
き
次
の
活
動
を
し
ま

し
た
。

　
一
年
間
の
活
動
を
通
じ
て
、
外

で
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
同
士

で
遊
ん
で
い
る
姿
が
見
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
家
で

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
「
兄
弟
が
仲
良
く
な
っ

た
」
と
保
護
者
か
ら
の
声
も
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心

に
何
か
変
化
が
出
て
き
た
の
で
し

ょ
う
。

　
魚
梁
瀬
地
区
で
は
、
保
育
園
児

か
ら
中
学
生
ま
で
誰
で
も
活
動
に

参
加
で
き
ま
す
。
育
成
会
で
は
、

い
っ
ぱ
い
失
敗
し
て
、
い
っ
ぱ
い

悩
ん
で
、
い
っ
ぱ
い
苦
労
す
る
。

そ
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な
活
動
の

「
場
」
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
今

後
と
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
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1６村の絵馬・故事・俗信

ま
す
か
が
み

じ
ん
の
う
し
ょ
う
と
う
き

け
ん 

む

せ
い 

わげ
ん

い
な 

む
ら

　
鎌
倉
時
代
の
末
期
は
、
朝
廷

が
南
朝
と
北
朝
と
に
分
か
れ
て

争
い
を
し
た
時
代
で
あ
る
こ
と
は
、

皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
太
平
記
を
と
お
し
て
、

「
新
田
義
貞
」
が
北
条
氏
を
攻

め
た
物
語
か
ら
、
こ
の
絵
馬
に
つ

い
て
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

一
　画
題

　
異
論
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
新
田
義
貞
」
を
描
い
た
も
の
と

考
察
す
る
。

 
二
　銘
文

　
「
奉
献
」
「
諸
願
成
就
」

　
「
大
正
元
年
十
二
月
十
二
日
」

　
「
辰
年
男
　
清
岡
弁
一
」

 

三
　形

　
板
絵
（
横
一
枚
）
杉
材

 

四
　参
考
事
項

　
①
　
「
新
田
義
貞
」
は
、
清
和

源
氏
の
流
れ
を
く
む
、
鎌

倉
時
代
末
期
の
武
将
。
元

弘
の
変
で
鎌
倉
を
攻
め
、

北
条
氏
を
滅
ぼ
し
た
。

　
　
　
建
武
の
新
政
権
で
重
鎮
と

な
る
が
、
足
利
尊
氏
と
対
立

し
、
戦
い
の
結
果
戦
死
す
る
。

　
② 

絵
馬
写
真
に
つ
い
て

　
　
　
義
貞
は
稲
村
ガ
崎
の
海

に
名
刀
を
投
げ
入
れ
海
の

神
に
祈
る
と
、
に
わ
か
に

潮
が
引
き
始
め
、
義
貞
軍

は
鎌
倉
に
攻
め
入
る
こ
と

が
で
き
た
。
七
里
ガ
浜
を

軍
勢
が
一
斉
に
攻
撃
す
る
。

　
　
　
七
里
ガ
浜
、
干
満
の
事
実

は
、
各
史
家
に
よ
り
、
ま
た
古

書
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
あ
る
。「
太
平
記
」「
増
鏡
」

「
神
皇
正
統
記
」
な
ど
ご
覧
に

な
れ
ば
、
詳
し
い
こ
と
が
お

わ
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
義
貞
軍
が
稲
村
ガ
崎
か

ら
鎌
倉
を
攻
め
、
北
条
高

時
軍
を
破
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
ま
た
、
足
利
尊
氏
に
つ
い

て
は
、
戦
時
中
と
戦
後
に
よ

っ
て
そ
の
評
価
が
変
わ
っ
て

い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

雨
靴
で
打
つ
一
畝
や
蕗
の
薹

啓
蟄
の
畑
で
受
取
り
宅
急
便 

山
　
喜
久
子

巌
を
噛
む
杉
の
根
ふ
と
し
春
の
雪

つ
づ
ら
坂
の
ぼ
る
岩
屋
寺
春
疾
風 

氏
原
　
　
淑

幼
ら
が
今
年
は
飾
る
雛
の
段

子
の
巻
き
毛
風
に
な
び
く
や
春
の
土
手 

高
　
　
栄
子

仏
壇
と
分
け
合
う
コ
ー
ヒ
ー
春
惜
し
む

低
く
来
て
一
人
ぢ
ゃ
な
い
ぞ
鳶
の
笛 

中
屋
　
良
子

病
廊
の
棚
を
灯
し
て
雛
か
な

水
か
え
る
辻
の
地
蔵
や
春
寒
し 

山
本
　
美
幸

外
勤
の
春
一
番
に
目
を
つ
ぶ
る

ひ
な
祭
り
背
中
の
姪
と
ハ
イ
チ
ー
ズ 

山
　
　
裕
之

お
か
え
り
と
机
の
上
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

嫁
ぎ
て
も
毎
年
と
ど
く
チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

島
田
　
智
香

速
達
を
入
れ
る
ポ
ス
ト
や
ほ
し
ほ
け
き
ょ

花
冷
や
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
心
地
よ
き 

西
山
　
徳
裕

浜
あ
ざ
み
酒
の
肴
に
わ
が
家
に
も

嘴
で
花
の
つ
ぼ
み
を
落
す
鳥 

島
田
　
朝
彰

白
梅
に
だ
れ
の
仕
掛
け
し
黐
の
竿

鳶
の
輪
の
な
か
に
乾
く
や
鱶
穴
子 

池
　
　
蘭
子

革
靴
の
ま
ま
に
す
わ
り
ぬ
下
萌
え
ぬ

我
が
影
も
呑
ん
で
ゐ
る
な
り
花
の
山 

東
谷
　
晴
男

馬 路 村 俳 壇

も
ち

ふ
か 

あ

な

ご

ひ
ひ
な

く
ち
ば
し

馬
路
村

馬
路
村
の

　
　
伝
説

　
　
伝
説

馬
路
村

馬
路
村
の

　
　
伝
説

　
　
伝
説

馬
路
村
の

歴
史
と

　
　
伝
説

〈通算第１３３回〉

山
　中
　
巖

こ
う

小
・
中
学
校
一
貫
教
育
が
始
ま
り
ま
す

小
・
中
学
校
一
貫
教
育
が
始
ま
り
ま
す
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馬
路
村
の

　
　
伝
説

馬
路
村
の

　
　
伝
説

　
今
年
度
か
ら
、
小
・
中
学
校
の
連
携
及
び
一
貫
教
育
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

あ
ま
り
耳
慣
れ
な
い
「
一
貫
教
育
」
。
簡
単
に
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小学校の安岡校長に書道を習う中学生

細川先生が数学の専門性を生かした算数の授業を

　
全
国
的
な
背
景
と
し
て

　
現
在
の
小
学
校
と
中
学
校
は
、

指
導
形
態
や
指
導
方
法
が
異
な
り
、

学
校
間
の
接
続
が
必
ず
し
も
円
滑

に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
小
・
中
学
校
間
の
段

差
を
円
滑
に
し
、
子
ど
も
た
ち
の

学
び
へ
の
不
安
の
解
消
を
図
り
、

自
尊
感
情
を
取
り

戻
す
こ
と
な
ど
を

目
指
し
て
、
義
務

教
育
九
年
間
を
と

お
し
て
一
貫
し
た

教
育
を
行
う
小
・

中
学
校
一
貫
教
育

が
具
体
的
に
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
魚
梁
瀬
の
状
況

　
児
童
生
徒
の
減
少
に
伴
い
、
中

学
校
で
は
教
員
定
数
が
少
な
い
た

め
、
免
許
教
諭
の
確
保
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
教
頭
が
配

置
さ
れ
ず
、
校
長
に
大
き
な
負
担

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
は
全
て
複
式
で
あ
り
教

諭
及
び
教
頭
は
そ
れ
ぞ
れ
二
学
年

を
担
任
し
て
い
ま
す
。

　
馬
路
の
状
況

　
中
学
校
は
三
学
級
で
教
員
は
九

名
お
り
、
当
分
は
こ
の
人
数
が
維

持
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
、
小
学
校

で
は
二
・
三
年
生
と
五
・
六
年
生

の
四
学
年
が
複
式
と
な
り
、
教
員

は
一
名
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
来
年
の
四
月
に
は
、
全
て
複

式
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
う

な
る
と
さ
ら
に
二
名
の
教
員
減
と

な
り
、
校
長
・
教
頭
を
含
め
四
名

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
や
状
況
か
ら

小
・
中
学
校
で
の
連
携
及
び
一
貫

教
育
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
問
題
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、

複
式
の
一
部
解
消
（
特
に
五
・
六

年
生
の
主
要
科
目
）
や
学
力
向
上

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

を
よ
り
良
き
も
の
に
し
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
昨
年
十
月
二
十
四
日
に
行
わ

れ
た
「
合
同
学
習
Ⅱ
期
」
で
は
、

小
学
校
の
教
諭
が
中
学
校
へ
、
中

学
校
の
教
諭
が
小
学
校
で
教
え
る

と
い
う
試
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
魚
梁
瀬
地
区
で
は
、

二
十
年
度
実
施
に
向
け

検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
ど
う
い
っ
た
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
、
取
り
組
む

具
体
的
な
課
題
な
ど
に

つ
い
て
も
数
回
に
わ
た

り
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
小
・
中
学
校

一
貫
教
育
」
を
す
で
に

実
施
し
て
い
る
学
校
の

自
主
研
究
発
表
会
を
視
察
し
、
児

童
・
生
徒
に
と
っ
て
、
良
い
も
の

に
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
変
化
と
し
て

① 

現
在
二
名
の
校
長
が
、
小
・

中
学
校
で
一
名
と
な
る

② 

教
頭
が
二
名
と
な
り
授
業
を

持
ち
ま
す
が
、
教
頭
本
来
の

業
務
を
す
る
時
間
的
余
裕
が

で
き
る

③ 
教
科
に
よ
り
小
・
中
学
校
の

教
員
の
交
流
授
業
を
行
い
、

効
率
化
と
専
門
教
科
担
任
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

④ 

学
級
担
任
制
の
小
学
校
教
諭

の
余
裕
が
で
き
る

⑤ 

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
児

童
の
進
学
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

る

⑥  

教
員
の
授
業
力
が
高
ま
る

　
魚
梁
瀬
小
・
中
学
校
で
は
一
貫

性
を
も
た
せ
る
た
め
、
教
員
の
先

進
地
視
察
研
修
と
小
学
校
の
職
員

室
を
拡
張
し
、
一
緒
に
す
る
た
め

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
一
貫
教

小
・
中
学
校
一
貫
教
育
が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

小
・
中
学
校
一
貫
教

小
・
中
学
校
一
貫
教
育
が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す

小
・
中
学
校
一
貫
教
育
が
始
ま
り
ま
す



お知らせお知らせ

　平成19年度の宝くじ助成事業で、次のとおり整備しましたのでお知らせします。
　研修用品整備として、プロジェクター及びスクリーン2台、ポータブルPA2台、CD・MDラジカ
セ1台、パソコン2台、液晶テレビ1台、折りたたみイス25脚を整備したほか、イベント用品整備と
して、テトロン万国旗40セット、魚梁瀬地区運動会優勝旗、玉入用玉セット紅白各4セット、提灯
セット1式、ラグビーボール5個、折りたたみイス75脚、テーブル5台、チェアー20脚、3人掛チェ
アー7脚を整備しました。
　さらに、魚梁瀬地区を対象に憩いの場づくりとして、四季を感じる広葉樹（コナラ、イロハモ
ミジ、ブナ、ノムラモミジなど）の植樹に取り組みました。

平成19年度　宝くじ助成事業

献血のお知らせ

スポーツ安全保険

3　　月

（　―――――――〈広報うまじ240号〉１４――――

9：30～10：30

12：00～14：00

時間 場所

馬路村就業改善センター

馬路村農協　ゆずの森

　4月22日（火）、献血バスがやってきます
　交通事故や病気などで緊急に血液を必要とし、“命を救う治療”に欠かせない輸血ですが、高知
県では輸血用血液が不足しているのが現状です。
　献血はみなさん一人一人のボランティア精神によっ
て支えられ、尊い命が守られています。
　皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします

死 　亡 後遺障害
（最高）

入院
（1日につき）
実治療日数4日以上

通院
（1日につき）

中学生以下の子ども中学生以下の方が
ご加入できます。

Ａ 500円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円 身体賠償 1人 1億円　1事故 5億円
財物賠償 1事故 500万円（各免責金額1,000円）

2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円 上記補償に身体・財物賠償合算

身体賠償、財物賠償合算 1事故 500万円
1事故 500万円を加算

100万円 150万円 1,000円 500円 対象となりません

ＡＣ 1,000円 1,000万円 1,500万円 2,500円 1,000円

Ｃ 1,500円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

Ａ 500円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

Ｂ 800円 600万円 900万円 1,800円 1,000円

Ｃ 1,500円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

Ｄ 9,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

対 象 範 囲加　入　区　分

加入区分・掛金・補償金額

団体

ＡＷ
団体活動中とその往復中
（学校管理下を除く。）

団体活動中とその往復中
（学校管理下を除く。）

上記以外
（学校管理下を除く。）

1,050円

賠償責任保険
（てん補限度額）

共済見舞金

突然死
急性心不全
脳内出血など
160万円

身体賠償 1人 1億円　1事故 5億円
財物賠償 1事故 500万円

（各免責金額1,000円）

（各免責金額1,000円）

子
ど
も
の
団
体

大
人
の
団
体

掛  金
（年額）

障　害　保　険
保　険　金　額

A、AWの子ども（中学生以下）
の指導・支援として一緒にスポー
ツ活動を行う大人（高校生以上）

中学生以下の子ども、スポーツ活
動を行わない大人（高校生以上）

老人クラブなどの団体（団体員が
おおむね（3分の2以上）60歳以上）

高校生以上の文化活動団体

高校生以上のスポーツ活動団体

危険度の高いスポーツ活動団体

〔 〕

（ ）

突然死
急性心不全
脳内出血など

160万円
（ ）

団体活動中の事故／往復中の事故対象となる事故
保　険　期　間 平成20年4月1日午前0時より翌年3月31日午後12時まで（申込受付は平成20年3月から）

お問い合わせ　馬路村教育委員会　℡ 44－2216

5
5名以上の団体で
ご加入ください
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春の全国交通安全運動（～１５日）
馬路村観光びらき・安芸郡市ふれあいの集い１０：００～

村内４校始業式・入学式

魚梁瀬子育て支援教室（魚梁瀬多目的施設）１０：００～１１：３０

馬路子育て支援教室（交流センター）１０：００～１１：３０

行政相談１０：００～１２：００
人権相談１０：００～１５：００（就業改善センター）

魚梁瀬花まつり

新入生歓迎遠足（魚梁瀬中）

乳ガン検診（就業改善センター）８：３０～

職域ソフトボール大会

魚梁瀬PTA総会

犬・猫ひきとり

献血（馬路村就業改善センター）９：３０～１０：３０
　　（馬路村農協ゆずの森）１２：００～１４：００

ポリオ予防接種（奈半利町保健センター）

中学校修学旅行（～２７日）

乳幼児健診（田野町保健センター）１３：００～受付

昭和の日

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

２

３

　

　 ２

　

　 ２

３

４

２

２９

　

　

５

３３

１，１０８

１，０７７

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少 馬　路

魚梁瀬

８３９人、
２３８人、

馬路村特別村民 ２，５０４人
（３月３１日現在）

３５８世帯
１１８世帯転出 職権 計

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

春の遠足（馬路小）

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

馬路PTA総会
馬路温泉バラ風呂

行政相談１０：００～１２：００（就業改善センター）

馬路温泉母の日バラ風呂

魚梁瀬子育て支援教室（魚梁瀬保育所）１０：００～１１：３０
馬路温泉バラ風呂

馬路子育て支援教室（交流センター）１０：００～１１：３０

乳幼児健診（田野町保健センター）１３：００～受付

春の山散策ツアー（魚梁瀬）

馬路温泉バラ風呂

３歳児健診（北川村保健センター）１３：００～受付

犬・猫ひきとり

馬路温泉バラ風呂

4　　月

4月・5月　むらの行事予定4月・5月　むらの行事予定
3　　月　　月5　　月
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2月1日　文化財防火訓練

2月

 1 日 文化財防火訓練（金林寺）
 4 日 スキー教室（久万スキーランド）
 9 日 中芸地区子ども駅伝競走大会（安田町）
11日 生活体験・通学合宿（～13日天保の家）
15日 「やさしくなろう」コンサート
   （就業改善センター）
16日 魚梁瀬青少年育成会キャンプ（～17日）
23日 馬路保育所ひなまつり発表会
28日 魚梁瀬保育所おひさま発表会

3月

 2 日 魚梁瀬通学合宿（～4日）
 5 日 魚梁瀬小学校杉の子発表会
 7 日 3月定例議会（～14日）
   馬路小学校ひなまつり発表会
 9 日 魚梁瀬中学校卒業式
15日 馬路中学校卒業式
20日 馬路・魚梁瀬小学校卒業式
25日 馬路・魚梁瀬保育所卒園式
26日 庄屋祭・鬼門堂祭
27日 馬路村農業協同組合総会
28日 馬路村森林組合総会
29日 家庭医道場2008in馬路村
   （就業改善センター）

村内あちらこちら

2月4日　スキー教室

2月15日　「やさしくなろう」コンサート

3月9日　魚梁瀬中学校卒業式

3月15日　馬路中学校卒業式

編
集
後
記

　
三
月
・
四
月
は
、別
れ
そ
し
て
出

会
い
の
季
節
で
す
。
私
自
身
も
異
動

に
な
り
、今
回
が
最
後
の
広
報
と
な

り
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
を
誌
面
と
し

て
残
し
て
ゆ
く
。
大
変
勉
強
に
な
り
、

ま
た
怖
く
も
あ
り
ま
し
た
。

　
次
号
か
ら
は
、一
読
者
と
し
て
広

報
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
H
）

編集発行 馬路村教育委員会
住所　〒７８１-６２０１　高知県安芸郡馬路村大字馬路４４３
TEL 0887－44－2216　FAX 0887－42－1010
E-mail address umaji-v@kochinet.ed.jp

印　 刷 高知印刷株式会社
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